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(57)【要約】
【課題】縦長グリップ１３に当接するときに生じる使用
者Ｍａ，Ｍｂの痛さや不快の程度を緩和できるようにす
る。
【解決手段】浴槽内の立面１２ａに縦長グリップ１３の
上下の接続部１３ｂ，１３ｂを接合し、縦長グリップ１
３が上下方向へ長い手前側の長い握り部１３ａから後方
へ向かって上下の接続部１３ｂを延ばした縦長グリップ
付き浴槽１１において、縦長グリップ１３は、握り部１
３ａから上下の接続部１３ｂ，１３ｂにわたって延びる
左右の各外側面１３ｄ，１３ｄが、左右外側面の左右中
間を上下・前後へ通過する仮想垂直中心面Ｐから各外側
面１３ｄまでの左右幅寸法Ｗを後方から前方へ向かって
行く程に小さくなるように傾斜していること。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
浴槽内の立面に縦長グリップの上下の接続部を接合し、縦長グリップが上下方向へ長い手
前側の長い握り部から後方へ向かって上下の接続部を延ばした縦長グリップ付き浴槽にお
いて、縦長グリップは、握り部から上下の接続部にわたって延びる左右の各外側面が、左
右外側面の左右中間を上下・前後へ通過する仮想垂直中心面から各外側面までの左右幅寸
法を後方から前方へ向かって行く程に小さくなるように傾斜していることを特徴とする縦
長グリップ付き浴槽。
【請求項２】
浴槽内の立面に縦長グリップの上下の接続部を接合し、縦長グリップが上下方向へ長い手
前側の長い握り部から後方へ向かって上下の接続部を延ばした縦長グリップ付き浴槽にお
いて、縦長グリップは、浴槽内の立面の上下方向に沿って上方から下方へ正視したときの
、握り部から上下の接続部にわたって延びる左右の各外側面と、浴槽本体に接合する接続
部の接合面との外角が、９０°を越えて１２０°以下（好ましくは、９３°を越えて９８
°以下）の範囲で選択されていることを特徴とする縦長グリップ付き浴槽。
【請求項３】
前記縦長グリップにおける左右の各外側面を、上下端から上下中央へ行く程に、左右外側
面の左右中間を上下・前後へ通過する仮想垂直中心面へ向かって偏倚して連続的に凹むよ
うに湾曲させた請求項１又は２記載の縦長グリップ付き浴槽。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、槽内の立面に縦長グリップを取り付けた縦長グリップ付き浴槽に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　従来、縦長グリップ付き浴槽１は、図１１（Ａ）の正面図及び同図（Ｂ）の平面図に示
す如く、浴槽本体２の左右及び上下の方向に延びる槽内の接合用立面２ａに、縦長グリッ
プ３の上下の接続部３ｂ，３ｂを接合したものである（特許文献１）。この縦長グリップ
３は、上下方向へ長い手前側の握り部３ａから後方へ向かって上下の接続部３ｂ，３ｂが
延びて左右の外側面３ｃ，３ｃが平行に形成され、左右幅寸法Ｗが上下方向及び前後方向
の全域で同一となっている。
【特許文献１】特開２００３－３１０４６５の図４
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　従来の縦長グリップ付き浴槽１は、浴槽内での左右位置の変更等のために体の向きを変
更しようとする使用者Ｍｂの腕等が槽内の立面２ａに沿う左右方向へ移動中に縦長グリッ
プ３の外側面３ｃに当接したり、膝を折曲げた座り姿勢で入浴している使用者Ｍａの膝が
槽内立面２ａに沿う左右方向へ移動中に縦長グリップ３の外側面３ｃに当接したりするこ
とがある。この場合、使用者Ｍｂは、腕等の当接面を前後方向に対して傾斜させた状態と
なることが多いため、外側面３ｃの左右方向の広範囲で当接することなく、浴槽立面２ａ
から離れたエッジ３ｃ－１に局部的に当接させることが多くなり、痛みや不快感を生じる
ことになる。
【０００４】
　本発明は、使用者が縦長グリップに当接するときに生じる痛さや不快の程度を緩和でき
るの縦長グリップ付き浴槽提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　縦長グリップに当接するときに生じる使用者の痛さや不快の程度を緩和できるようにす
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るために請求項１記載の本発明が採用した手段は、浴槽内の立面に縦長グリップの上下の
接続部を接合し、縦長グリップが上下方向へ長い手前側の長い握り部から後方へ向かって
上下の接続部を延ばした縦長グリップ付き浴槽において、縦長グリップは、握り部から上
下の接続部にわたって延びる左右の各外側面が、左右外側面の左右中間を上下・前後へ通
過する仮想垂直中心面から各外側面までの左右幅寸法を後方から前方へ向かって行く程に
小さくなるように傾斜していることを特徴とする縦長グリップ付き浴槽である。
【０００６】
　縦長グリップに当接するときに生じる使用者の痛さや不快の程度を緩和できるようにす
るために請求項２記載の本発明が採用した手段は、浴槽内の立面に縦長グリップの上下の
接続部を接合し、縦長グリップが上下方向へ長い手前側の長い握り部から後方へ向かって
上下の接続部を延ばした縦長グリップ付き浴槽において、縦長グリップは、浴槽内の立面
の上下方向に沿って上方から下方へ正視したときの、握り部から上下の接続部にわたって
延びる左右の各外側面と、浴槽本体に接合する接続部の接合面との外角が、９０°を越え
て１２０°以下（好ましくは、９３°を越えて９８°以下）の範囲で選択されていること
を特徴とする縦長グリップ付き浴槽である。
【０００７】
　縦長グリップに当接するときに生じる使用者の痛さや不快の程度を更に緩和できるよう
にするために請求項３記載の本発明が採用した手段は、前記縦長グリップにおける左右の
各外側面を、上下端から上下中央へ行く程に、左右外側面の左右中間を上下・前後へ通過
する仮想垂直中心面へ向かって偏倚して連続的に凹むように湾曲させた請求項１又は２記
載の縦長グリップ付き浴槽である。
【発明の効果】
【０００８】
　請求項１記載の本発明に係る縦長グリップ付き浴槽は、縦長グリップの左右の各外側面
が仮想垂直中心面までの左右幅寸法を後方から前方へ向かって行く程に小さくなるように
前後方向に対して傾斜しているので、縦長グリップの外側面と同様に前後方向に対して傾
斜している使用者の腕等の当接面が縦長グリップの外側面に当接するとき、傾斜面どうし
の面接触により単位面積当たりの当接力を小さくできると共に、使用者の当接面を縦長グ
リップの外側面で案内して前方へ向って移動させて縦長グリップから逃げ易くできるため
、従来に比べて痛さや不快の程度を緩和できる。
【０００９】
　請求項２記載の本発明に係る縦長グリップ付き浴槽は、左右の各外側面と浴槽本体に接
合した接続部の接合面との外角を９０°を越えて１２０°以下（好ましくは、９３°を越
えて９８°以下）の範囲で選択して、左右の各外側面が前後方向に対して傾斜傾斜してい
るので、縦長グリップの外側面と同様に前後方向に対して傾斜している使用者の腕等の当
接面が縦長グリップの外側面に当接するとき、傾斜面どうしの面接触により単位面積当た
りの当接力を小さくできると共に、使用者の当接面を縦長グリップの外側面で案内して前
方へ向って移動させて縦長グリップから逃げ易くできるため、従来に比べて痛さや不快の
程度を緩和できる。
【００１０】
　請求項３記載の本発明に係る縦長グリップ付き浴槽は、使用者の腕等の当接面が縦長グ
リップの左右の外側面に当接するとき、凹むように湾曲した外側面に接触する面積が、縦
長グリップの左右の外側面を湾曲させることなく直線状としたときに比べて大きくなり、
痛さや不快さの程度を更に緩和できる。また、浴槽へ出入りする使用者が左右の外側面の
湾曲部に頭を当てることことがあるが、このとき接触する面積が大きくなり、痛さや不快
さの程度を更に緩和できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　本発明に係る縦長グリップ付き浴槽（以下、「本発明浴槽」と言う。）を図面に示す実
施形態に基づいて説明する。
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【００１２】
（第１の実施の形態）
　図１乃至図６は本発明浴槽の第１の実施の形態を示すものであり、図１は本発明浴槽１
１を示すものであって、（Ａ）は平面図、（Ｂ）は（Ａ）のイーイ線で断面した左側面図
である。図２は浴槽本体２のグリップ接合用立面１２ａ（鉛直方向Ｖ対して交差角度αで
傾斜している）に沿って上方から下方へ正視したときの縦長グリップ１３の平面図、図３
は縦長グリップ１３の接合状態を拡大して断面した左側面図である。図４は接合前の縦長
グリップ１３を単独で示すものであつて、（Ａ）は斜視図、（Ｂ）は正面図、（Ｃ）は左
側面図、（Ｄ）は背面図、（Ｅ）は平面図、（Ｆ）は（Ｂ）のハーハ線で断面した平面図
である。図５は図３のローロ線で断面して拡大した平面図である。図６は大人と子供の二
人の入浴状態を示す平面図であって、（Ａ）は縦長グリップ１３に子供Ｍｂの腕が接触し
ている状態を示し、（Ｂ）は縦長グリップ１３に大人Ｍａの腕が接触している状態を示し
ている。
【００１３】
　本発明浴槽１１は、図１に示す如く、浴槽本体１２の槽内の立面１２ａに縦長グリップ
１３の上下の接続部１３ｂ，１３ｂを接合してある。浴槽本体１２は、二人が入浴できる
大きさに形成され（図６参照）、手前側から槽内へ出入りできるようになっていると共に
、槽内後側のグリップ接合用立面１２ａ側にステップ１２ｂが設けられ、入浴時に腰掛け
等できるようにしてある。本発明浴槽１１は、立面１２ａが鉛直方向Ｖに対して交差角度
αで傾斜することにより、縦長グリップ１３も鉛直方向Ｖ対して交差角度αで傾斜してい
る。なお、本発明浴槽１１は、ステップ１２ｂを設けない浴槽本体（図示略）に適用する
ことも勿論可能である。
【００１４】
　前記縦長グリップ１３は、図３及び図４に示す如く、合成樹脂やステンレススチール等
の素材から成形され、上下方向へ長い手前側の長い握り部１３ａと、握り部１３ａから後
方へ向かって延びる上下の接続部１３ｂ，１３ｂを備え、握り部１３ａから上下の接続部
１３ｂ，１３ｂに至る手前表面１３ｃ及び左右の各外側面１３ｄが弓状に湾曲形成されて
いる。左右の各外側面１３ｄは、両外側面１３ｄ，１３ｄの左右中間を上下・前後へ通過
する仮想垂直中心面Ｐ（図４（Ａ）において一点鎖線で示す）から各外側面１３ｄまでの
左右幅寸法Ｗを後方から前方へ向かって行く程に小さくして、後方の左右幅寸法Ｗ１にす
ると共に手前の左右幅寸法Ｗ２となるように傾斜している。縦長グリップ１３は、その大
きさが例えば、接続部１３ｂの接合面（浴槽本体１２の立面１２ａに当接する面）１３ｂ
－１の左右幅寸法（２・Ｗ１）が３２～３６ｍｍ、上下の高さ寸法（Ｈ）が１９０～２１
０ｍｍ、前後奥行き寸法（Ｄ）が４８～５４ｍｍの範囲で選択され、また、本例では仮想
垂直中心面Ｐを中心として左右対称に形成されている。
【００１５】
　前記縦長グリップ１３は、浴槽本体１２の傾斜する立面１２ａの上下方向に沿って上方
から下方へ正視したとき、図２に示すように、左右の各外側面１３ｄと接続部１３ｂの接
合面（浴槽本体１２の立面１２ａに当接する面）１３ｂ－１との外角θが、９０°を越え
て１２０°以下（好ましくは、９３°を越えて９８°以下。更に好ましくは、９５°前後
）の範囲で選択されている。縦長グリップ１３は、図４（Ａ）に示す如く、左右の各外側
面１３ｄに仮想平坦面Ｒ（図中に破線で示す）を当接させたとき、各外側面１３ｄの上下
全域が仮想平坦面Ｒに当接し、仮想平坦面Ｒが接合面１３ｂ－１とを外角θで交差するこ
とになる。
【００１６】
　前記縦長グリップ１３は、図４に示す如く、握り部１３ａの裏側に、指挿入空間１３ｆ
へ向かって突出する二辺からなる山状部１３ｇが形成され、握り部１３ａの上下中間から
各接合部１３ｂへ向かって行く程に山状部１３ｇの高さ寸法を大きくしてある。
【００１７】
　前記浴槽本体１２に対する縦長グリップ１３の接合は、図５に示す如く、接合手段１４
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を用いて行なわれる。接合手段１４は、雌ねじ１５ｄが貫通した埋込用ピン部１５ａ、フ
ランジ部１５ｂ及びボルト部１５ｃを同一中心線上に直列状に接合した接合具１５と、ボ
ルト部１５ｃに螺着するナット１６と、フランジ部１５ｂに当接するシール用パッキン１
７と、縦長グリップ１３の接合面１３ｂ－１に当接する取付用パッキン１８と、固定用ネ
ジ１９とからなる。接合手段１４は、縦長グリップ１３の各接合面１３ｂ－１に凹設した
接合用凹部１３ｈに接合具１５の埋込用ピン１５ａ及びフランジ部１５ｂを埋め込んで、
接合具１５の雌ねじ１５ｄに固定用ネジ１９を緊締することで、縦長グリップ１３の各接
続部１３ｂに接合具１５を固定すると共に、浴槽本体１２に設けた取付孔１２ｃへ挿通し
た接合具１５のボルト部１５ｃにナット１６を緊締することで、浴槽本体１２に接合具１
５を固定している。
【００１８】
　本発明浴槽１１は、図２及び図４に示す如く、縦長グリップ１３の左右の各外側面１３
ｄが仮想垂直中心面Ｐまでの左右幅寸法Ｗを後方から前方へ向かって行く程に小さくなる
ように前後方向に対して傾斜すると共に、浴槽内の立面１２ａの上下方向に沿って上方か
ら下方へ正視したときの、左右の各外側面１３ｄと浴槽本体１２に接合する接続部１３の
接合面１３ｂ－１との外角θが、９０°を越えて１２０°以下（好ましくは、９３°を越
えて９８°以下）の範囲で選択されているので、図６に示す如く、縦長グリップ１３の外
側面１３ｄと同様に前後方向に対して傾斜している使用者Ｍａ，Ｍｂの腕等の当接面が縦
長グリップ１３の外側面１３ｄに当接するとき、傾斜面どうしの面接触により単位面積当
たりの当接力を小さくできると共に、使用者Ｍａ，Ｍｂの当接面を縦長グリップ１３の外
側面１３ｄで案内して前方へ向って移動させて縦長グリップ１３から逃げ易くできるため
、従来に比べて痛さや不快の程度を緩和できる。
【００１９】
（第２の実施の形態）
　図７は第２の実施の形態に係る本発明浴槽に用いた縦長グリップ１３を拡大して示す斜
視図である。縦長グリップ１３は、前記第１の実施の形態と同様に、縦長グリップ１３の
左右の各外側面１３ｄが仮想垂直中心面Ｐまでの左右幅寸法Ｗを後方から前方へ向かって
行く程に小さくなるように前後方向に対して傾斜すると共に、浴槽内の立面１２ａの上下
方向に沿って上方から下方へ正視したときの、左右の各外側面１３ｄと浴槽本体１２に接
合する接続部１３の接合面（浴槽本体１２の立面１２ａに当接する面）１３ｂ－１との外
角θが、９０°を越えて１２０°以下（好ましくは、９３°を越えて９８°以下）の範囲
で選択されている。
【００２０】
　本実施の形態に用いた縦長グリップ１３において前記第１の実施の形態に用いたものと
相違する点は、左右の各外側面１３ｄを、上下端から上下中央へ行く程に、前記仮想垂直
中心面Ｐ（図中に二点鎖線で示す）へ向かって偏倚して連続的に凹むように湾曲させたこ
とである。本実施の形態に用いた縦長グリップ１３は、左右の各外側面１３ｄの上下全域
に、相手方の外側面１３ｄへ向かって凹む仮想彎曲面Ｓ（図中に破線で示す）を当接させ
たとき、仮想彎曲面Ｓと上下の接合面１３ｂ－１，１３ｂ－１を含む接合仮想面Ｔと外角
θで交差するようになる。なお、本実施の形態に係る本発明浴槽における上記相違点以外
の構成については、前記第１の実施の形態に係る本発明浴槽１１と実質的に同一である。
仮想彎曲面Ｓと仮想面Ｔとの外角θは、縦長グリップ１３の上下全域で同一にする場合と
、上下端から上下中央へ行く程に変化させる場合とを選択することができる。
【００２１】
　本実施の形態に係る本発明浴槽は、使用者Ｍａ，Ｍｂ（図６参照）の腕等の当接面が縦
長グリップ１３の左右の外側面１３ｄに当接するとき、凹むように湾曲した外側面１３ｄ
に接触する面積が、縦長グリップ１３ｄの左右の外側面１３ｄを湾曲させることなく直線
状とし第１の実施の形態に用いた縦長グリップ（図４（Ａ）参照）に比べて大きくなり、
痛さや不快さの程度を更に緩和できる。また、浴槽本体へ出入りする使用者が左右の外側
面の湾曲部に頭を当てることことがある（殊に、高齢者ではお辞儀するような姿勢となっ
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て頭を当てることがある）が、このとき接触する面積が大きくなり、痛さや不快さの程度
を更に緩和できる。
【００２２】
（第３の実施の形態）
　図８乃至図１０は本発明浴槽の第３の実施の形態を示すものであって、図８（Ａ）は浴
槽本体２のグリップ接合用立面１２ａ（鉛直方向Ｖ対して交差角度αで傾斜している）に
沿って上方から下方へ正視したときの縦長グリップ２３の平面図、図８（Ｂ）は縦長グリ
ップ２３の接合状態を拡大して断面した左側面図である。図９は接合前の縦長グリップ２
３を単独で示すものであつて、（Ａ）は斜視図、（Ｂ）は正面図、（Ｃ）は背面図である
。図１０は縦長グリップ２３の別態様を拡大して示す斜視図である。
【００２３】
　本実施の形態の本発明浴槽２１に用いた縦長グリップ２３において前記第１の実施の形
態に係る縦長グリップ１３と相違する点は、握り部２３ａの手前表面２３ｃを平坦面で形
成したことである。なお、本実施の形態に係る本発明浴槽２１における上記相違点以外の
構成については、前記第１の実施の形態に係る本発明浴槽１１と実質的に同一である。
【００２４】
　前記縦長グリップ２３は、合成樹脂やステンレススチール等の素材から成形され、上下
方向へ長い手前側の長い握り部２３ａと、握り部２３ａから後方へ向かって延びる上下の
接続部２３ｂ，２３ｂを備え、握り部２３ａから上下の接続部２３ｂ，２３ｂに至る左右
の各外側面２３ｄが略コ字状に形成されている。左右の各外側面２３ｄは、両外側面２３
ｄ，２３ｄの左右中間を上下・前後へ通過する仮想垂直中心面Ｐ（図９（Ａ）において一
点鎖線で示す）から各外側面２３ｄまでの左右幅寸法Ｗを後方から前方へ向かって行く程
に小さくして、後方の左右幅寸法Ｗ１にすると共に手前の左右幅寸法Ｗ２となるように傾
斜している。縦長グリップ２３は、浴槽本体１２の傾斜する立面１２ａの上下方向に沿っ
て上方から下方へ正視したとき、図８（Ａ）に示すように、左右の各外側面２３ｄと接続
部２３ｂの接合面（浴槽本体１２の立面１２ａに当接する面）２３ｂ－１との外角θが、
９０°を越えて１２０°以下（好ましくは、９３°を越えて９８°以下。更に好ましくは
、９５°前後）の範囲で選択されている。縦長グリップ２３は、図９（Ａ）に示す如く、
左右の各外側面２３ｄに仮想平坦面Ｒ（図中に破線で示す）を当接させたとき、各外側面
２３ｄの上下全域が仮想平坦面Ｒに当接し、仮想平坦面Ｒが接合面２３ｂ－１とを外角θ
で交差することになる。
【００２５】
　縦長グリップ２３は、図１０に示す如く、左右の各外側面２３ｄを、上下端から上下中
央へ行く程に、仮想垂直中心面Ｐ（図中に二点鎖線で示す）へ向かって偏倚して連続的に
凹むように湾曲させることもある。この場合の縦長グリップ２３は、左右の各外側面２３
ｄの上下全域に、相手方の外側面２３ｄへ向かって凹む仮想彎曲面Ｓ（図中に破線で示す
）を当接させたとき、仮想彎曲面Ｓと上下の接合面２３ｂ－１，２３ｂ－１を含む接合仮
想面Ｔと外角θで交差するようになる。仮想彎曲面Ｓと仮想面Ｔとの外角θは、縦長グリ
ップ２３の上下全域で同一にする場合と、上下端から上下中央へ行く程に変化させる場合
とを選択することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明浴槽の第１の実施の形態を示すものであり、（Ａ）は本発明浴槽の平面図
、（Ｂ）は（Ａ）のイーイ線で断面した左側面図である。
【図２】第１の実施の形態において、浴槽本体のグリップ接合用立面（鉛直方向対して傾
斜している）に沿って上方から下方へ正視したときの縦長グリップの平面図である。
【図３】第１の実施の形態において、縦長グリップの接合状態を拡大して断面した左側面
図である。
【図４】第１の実施の形態において、接合前の縦長グリップを単独で示すものであつて、
（Ａ）は斜視図、（Ｂ）は正面図、（Ｃ）は左側面図、（Ｄ）は背面図、（Ｅ）は平面図
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、（Ｆ）は（Ｂ）のハーハ線で断面した平面図である。
【図５】図３のローロ線で断面して拡大した平面図である。
【図６】第１の実施の形態において、大人と子供の二人の入浴状態を示す平面図であって
、（Ａ）は縦長グリップに子供の腕が接触している状態を示し、（Ｂ）は縦長グリップに
大人の腕が接触している状態を示している。
【図７】第２の実施の形態に係る本発明浴槽に用いた縦長グリップを拡大して示す斜視図
である。
【図８】本発明浴槽の第３の実施の形態を示すものであって、（Ａ）は浴槽本体のグリッ
プ接合用立面（鉛直方向対して傾斜している）に沿って上方から下方へ正視したときの縦
長グリップの平面図、（Ｂ）は縦長グリップの接合状態を拡大して断面した左側面図であ
る。
【図９】第２の実施の形態において、接合前の縦長グリップを単独で示すものであつて、
（Ａ）は斜視図、（Ｂ）は正面図、（Ｃ）は背面図である。
【図１０】縦長グリップの別態様を拡大して示す斜視図である。
【図１１】従来の縦長グリップ付き浴槽を示すものであって、（Ａ）は正面図、図（Ｂ）
は平面図である。
【符号の説明】
【００２７】
１１…本発明浴槽、１２…浴槽本体、１２ａ…立面、１３…縦長グリップ、１３ａ…握り
部、１３ｂ…接合部、１３ｂ－１…接合面、１３ｃ…手前表面、１３ｄ…外側面、２３…
縦長グリップ、２３ａ…握り部、２３ｂ…接合部、２３ｂ－１…接合面、２３ｃ…手前表
面、２３ｄ…外側面、Ｍａ…子供、Ｍｂ…大人、Ｐ…仮想垂直中心面、Ｗ…左右幅寸法

【図１】 【図２】

【図３】
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